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貧
困
地
域
で
栽
培
盛
ん

２
０
１
９
年
の
中
国
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ

生
産
量
は
９
１
８
８
万
１
０
０
０
t

（FA
O
STA

T

）。
こ
れ
は
、
同
年
の
生

産
量
が
２
１
７
万
３
０
０
０
t
だ
っ
た

日
本
の
42
倍
以
上
だ
。
中
国
か
ら
す
る

と
日
本
は
、
水
煮
や
調
製
済
み
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
主
要
な
輸
出
先
国
と
な
っ
て
い

る
。主

要
産
地
は
四
つ
あ
る
。

北
方
一
作
区
：
東
北
部
か
ら
内
モ
ン
ゴ

ル
、
山
西
、
陝
西
、
甘
粛
を
含
め
新
疆

に
至
る
西
北
部
ま
で
。
春
か
ら
夏
に
植

え
、
秋
に
収
穫
。

西
南
混
作
区
：
湖
南
、
湖
北
か
ら
西
は

雲
南
、
チ
ベ
ッ
ト
ま
で
。
秋
に
植
え
、

春
に
収
穫
。

中
原
間
作
区
：
山
東
省
か
ら
浙
江
、
江

西
ま
で
。
春
作
と
秋
作
を
実
施
。

南
方
冬
作
区
：
広
東
、
福
建
、
広
西
、

海
南
。
秋
に
植
え
、
春
に
収
穫
。

北
方
一
作
区
と
西
南
混
作
区
で
、
中

国
全
体
の
9
割
近
く
を
生
産
す
る
。
生

産
の
盛
ん
な
地
域
の
特
徴
と
は
ズ
バ

リ
、
貧
し
い
こ
と
だ
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
乾
燥
地
や
半
乾

燥
地
、
や
せ
た
土
地
で
も
育
つ
。
こ
の

特
性
は
、
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
地

域
に
ピ
タ
リ
と
当
て
は
ま
る
。

第
四
の
主
食
に

中
国
政
府
は
15
年
か
ら
「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
主
食
化
」
を
進
め
て
お
り
、
16
年
に

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業
開
発
推
進
に
関
す

る
指
導
意
見
」
を
発
表
し
た
。
食
料
安

全
保
障
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
コ
メ
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
に
次
ぐ
「
第
四
の
主
食
」
と
位
置
づ

け
て
い
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
性
か
ら

し
て
、
他
の
主
食
と
農
地
を
奪
い
合
う

心
配
が
少
な
い
こ
と
、
特
に
貧
し
く
、

水
が
不
足
す
る
北
の
国
境
地
帯
で
栽
培

で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

20
年
ま
で
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
面
積
を

拡
大
し
、
反
収
を
上
げ
、
総
生
産
量
を

増
や
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
消
費
量
の
30

％
を
主
食
と
し
て
の
消
費
に
し
、
主
食

や
加
工
に
適
し
た
品
種
の
比
率
を
30
％

に
引
き
上
げ
る
な
ど
と
掲
げ
た
。
麺
や

マ
ン
ト
ウ
、
パ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
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中国のアグリテック
最新事情

山口亮子の

中国は世界最大のジャガイモ生産国で、実に世
界の生産量の25％をカバーしている。2015
年から「ジャガイモ主食化」を打ち出し、各地
でジャガイモの産業化と生産の近代化を進める
ことで平均収量を改善してきた。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
主
食
化

食
糧
安
保
で
進
む
近
代
化
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食
を
開
発
す
る
と
し
て
お
り
、
実
際
、

マ
ン
ト
ウ
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
富
裕
層
や
中
間
層
が
コ

メ
や
小
麦
を
食
べ
る
の
を
や
め
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
主
食
に
選
ぶ
と
は
考
え
に
く

い
。
ひ
と
ま
ず
は
貧
困
地
区
の
産
地
化

の
た
め
、
ま
た
万
一
何
ら
か
の
食
糧
危

機
あ
る
い
は
穀
物
の
禁
輸
措
置
な
ど
が

生
じ
た
場
合
へ
の
備
え
と
し
て
、
栽
培

を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

中
国
は
目
下
、
食
料
安
全
保
障
の
た

め
に
穀
物
の
輸
入
と
増
産
に
熱
心
で
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
振
興
も
根
差
す
と

こ
ろ
は
同
じ
は
ず
だ
。
ほ
か
の
主
食
に

比
べ
、長
期
の
貯
蔵
が
利
か
な
い
た
め
、

今
後
は
粉
末
化
と
い
っ
た
加
工
技
術
の新疆ウイグル自治区の市場に並ぶジャガイモ。日本産に比べかなり大きい

安徽

内モンゴル

西南混作区

中原間作区

南方冬作区

甘粛

四川

チベット

江西

江蘇

吉林

青海

天津

北京

寧夏

浙江

広東

陝西

福建
湖南

湖北

重慶市

黒竜江

河南

河北

山西
山東

雲南

遼寧

上海

新疆ウイグル

広西

貴州

台湾

海南

北方一作区

ジャガイモの主要産地

「ジャガイモ産業開発推進に関する指導意見」
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追
求
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

産
地
で
進
む
近
代
化
と
近
未
来
化

ジ
ャ
ガ
イ
モ
主
食
化
が
打
ち
出
さ
れ

た
こ
と
で
、
急
速
に
近
代
化
、
ひ
い
て

は
最
先
端
の
技
術
導
入
が
進
も
う
と
し

て
い
る
。
対
象
は
、
生
産
現
場
の
機
械

化
や
ス
マ
ー
ト
化
は
も
ち
ろ
ん
、
貯
蔵

や
流
通
、
価
格
形
成
、
産
業
形
成
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た

精
密
管
理
や
、
植
え
付
け
と
収
穫
作
業

の
機
械
化
、
灌
漑
と
施
肥
の
自
動
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
の
開
発
と
実
用

化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

生
産
が
盛
ん
な
地
域
で
は
、
行
政
が

“
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業
”
の
発
展
に
テ
コ

入
れ
し
て
い
る
。
研
究
も
盛
ん
に
な
っ

て
お
り
、
た
と
え
ば
産
地
の
一
つ
で
あ

る
四
川
省
西
昌
市
の
西
昌
学
院
に
は
15

年
に
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
主
食
化
戦
略
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

化
を
目
指
す
企
業
も
あ
る
。
北
京
の
海

芯
華
夏
（
ハ
イ
シ
ン
フ
ア
シ
ア
）
で
、

08
年
の
設
立
以
来
、
特
に
辺
境
地
域
の

農
業
の
情
報
化
を
進
め
て
い
る
。

施
設
園
芸
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化

同
社
の
初
期
か
ら
の
製
品
に
「
大
棚

管
家
」、直
訳
す
る
と「
ハ
ウ
ス
の
執
事
」

と
い
う
ハ
ウ
ス
の
統
合
制
御
ツ
ー
ル
が

あ
り
、
温
度
や
湿
度
の
調
整
、
灌
漑
の

自
動
化
が
で
き
る
。
ハ
ウ
ス
の
統
合
制

御
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
か
ら
天
窓
や
遮
光
カ
ー
テ
ン
の
開
閉

操
作
も
で
き
、
全
国
の
卸
売
市
場
の
野

菜
価
格
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。
こ
の
農

業
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
集
積
は
、
旧
農
業

部
（
現
農
業
農
村
部
）
が
主
導
し
、
海

芯
華
夏
が
運
営
す
る
。

統
合
制
御
型
ハ
ウ
ス
と
い
う
と
、
オ

ラ
ン
ダ
の
フ
ェ
ン
ロ
ー
式
ハ
ウ
ス
を
連

想
す
る
け
れ
ど
も
、
中
国
に
多
い
小
型

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
独
自
の
日
光
温

室
に
も
対
応
す
る
。
日
光
温
室
は
中
国

で
発
達
し
た
温
室
の
形
式
だ
。
北
側
に

土
塀
を
築
き
、
南
側
に
半
ア
ー
チ
形
の

骨
材
を
設
置
し
て
フ
ィ
ル
ム
を
張
る
。

日
光
を
最
大
限
取
り
込
ん
で
加
温
し
、

日
が
陰
る
と
屋
根
に
載
っ
て
い
る
布
団

の
よ
う
な
厚
手
の
布
を
引
き
下
ろ
し
て

保
温
す
る
。
か
ま
ぼ
こ
を
縦
半
分
に
割

っ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。

海
芯
華
夏
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
に
は
、
日
光
温
室
の
上
に
あ
る
布
団

の
よ
う
な
布
が
自
動
で
広
げ
ら
れ
る
様

子
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
日
光
温
室

は
初
期
費
用
が
安
く
、
北
部
に
広
く
分

布
す
る
。
中
国
の
施
設
園
芸
の
面
積
が

世
界
一
で
、
国
民
1
人
当
た
り
の
面
積

が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
次
ぐ
2
位
な
の
は
、

こ
の
簡
易
な
温
室
の
普
及
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
ニ
ッ
チ
と
言
え
ば
ニ
ッ

チ
な
こ
の
日
光
温
室
に
対
応
し
た
製
品

開
発
を
、
海
芯
華
夏
は
し
て
き
た
わ
け

だ
。18

年
に
は
、
小
型
の
気
象
セ
ン
サ
ー

や
、
ハ
ウ
ス
内
で
使
う
ア
ラ
ー
ト
機
能

の
あ
る
セ
ン
サ
ー
を
次
々
発
売
し
て
い

る
。農

業
農
村
部
肝
い
り
の 

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

や
は
り
18
年
、
同
社
は
「
ジ
ャ
ガ
イ

モ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
馬
鈴
薯
大
数
拠
平
台
）」
の
サ

ー
ビ
ス
を
始
め
る
。
こ
れ
は
同
年
に
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
で
開
催
さ
れ
た
中
国

国
際
イ
モ
業
博
覧
会
の
場
で
「
農
業
部

ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
し
て
運
用
が
始
ま

っ
た
。

中国独特の日光温室。屋根の上に巻き上げられた布を引き下ろして保温する
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松尾雅彦 著　　書籍 四六判・256 頁　学芸出版社 刊

■ 1,944 円（税込）＋郵送料 360 円

スマート・テロワール　農村消滅論からの大転換

曖昧な活用の100万haの水田を畑地に
大転換すれば農村は15兆円産業を創造できる
　限界集落、市町村消滅！？本当だろうか。消滅どころか、農業・
農村にこそ成長余地がある。その実現を阻んでいるのは、水田を
偏重する「瑞穂の国」幻想だ。余っている水田や休耕田を畑や放
牧地に転換し、その生産物を域内の工場で加工すれば、味はもち
ろん、価格も、輸入原料によるナショナルブランド商品に負けない
ものがつくれる。その商品を域内の消費者に新鮮なうちに届け、
最高の状態で提供するとともに流通コストを抑える。ここで大切な
ことは高級品ではなく、日常食品でシェアを確保してこそ量のメリッ
トも得られることだ。そうしてこそ、一部ではなく全体の復活につ
ながる。曖昧な活用の水田100万 ha がよみがえれば、15 兆円の
新しい産業創造につながる（ジャガイモの生産と加工によるカルビー
の工場出荷額から試算）。契約栽培で市場価格の30％オフを実現
したカルビー元社長の「辺境からの変革」の提案。

生
産
や
経
営
、
管
理
な
ど
の
情
報
を

統
合
し
て
デ
ー
タ
農
業
の
基
礎
を
作

り
、
デ
ー
タ
共
有
を
進
め
、
政
府
と
社

会
、
農
民
に
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
と

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
種
イ
モ
企

業
向
け
の
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
経

営
の
見
え
る
化
に
加
え
、
全
国
の
市
況

や
病
害
予
想
、
過
去
や
消
費
側
の
情
報

な
ど
を
提
供
し
、
合
理
的
な
育
種
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

貯
蔵
管
理
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、
入
出「ジャガイモ・ビッグデータ・プラットフォーム」を紹介する海芯華夏のホームページ

庫
管
理
や
設
備
の
制
御
情
報
、
貯
蔵
庫

内
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
状
況
把
握
を
可

能
に
す
る
。
病
虫
害
や
腐
敗
の
発
生
防

止
に
よ
り
企
業
の
損
失
を
減
ら
し
、
貯

蔵
期
間
を
長
く
す
る
。
加
工
企
業
向
け

管
理
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
、
全
国
の
卸
売

市
場
と
産
地
の
価
格
情
報
を
提
供
し
、

川
上
と
川
下
ま
で
の
情
報
を
結
合
す
る

こ
と
で
、
加
工
の
計
画
の
決
定
を
助
け

る
と
し
て
い
る
。

農
業
農
村
部
は
、
今
後
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
生
産
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
20

年
に
発
表
し
た
今
後
10
年
間
の
農
業
の

展
望
を
記
し
た
「
中
国
農
業
展
望
報
告

（
２
０
２
０

－
２
０
２
９
）」
で
、
栽
培

面
積
が
拡
大
を
続
け
、
消
費
は
緩
や
か

に
伸
び
る
と
予
想
し
て
い
る
。
面
積
は

5
・
2
％
増
え
て
29
年
に
５
８
２
万
ha

に
、
収
量
が
向
上
を
続
け
る
た
め
に
生

産
量
は
年
平
均
0
・
9
％
の
成
長
を
続

け
、
29
年
に
1
億
１
３
２
１
万
t
に
達

す
る
と
見
込
む
。
国
内
で
の
消
費
が
伸

び
る
と
と
も
に
、
輸
出
も
増
え
る
と
し

た
。果

た
し
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
「
第
四

の
主
食
」
に
な
る
日
は
来
る
の
か
。
そ

の
到
来
を
信
じ
る
向
き
は
中
国
で
す
ら

少
な
い
よ
う
だ
し
、
筆
者
も
主
食
の
座

に
到
達
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。た
だ
、

生
産
量
と
消
費
量
の
増
加
は
今
後
も
続

く
に
違
い
な
い
。


